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「慢性早剥羊水過少症候群の実態調査」に対するご協力のお願い 

 
研究代表（責任）者 春日 義史 

研究機関名 慶應義塾大学医学部 

（所属） 産婦人科学教室 
 
このたび当院では上記の医学系研究を、慶應義塾大学医学部倫理委員会の承認ならびに研究機関

の長の許可のもと、倫理指針および法令を遵守して実施します。 

今回の研究では、同意取得が困難な対象となる患者さんへ向けて、情報を公開しております。な

おこの研究を実施することによる、患者さんへの新たな負担は一切ありません。また患者さんのプ

ライバシー保護については最善を尽くします。 

本研究への協力を望まれない患者さんは、その旨を「８ お問い合わせ」に示しました連絡先まで

お申し出下さいますようお願いいたします。 

 
１ 対象となる方 
西暦 2017年 1月 1日より 2021年 12月 31日までの間に、慶應義塾大学病院および参加登録施設

にて周産期管理（流産を含めた妊娠分娩管理）を行った CAOSの患者様 

 
２ 研究課題名 
承認番号 20221197 
研究課題名 慢性早剥羊水過少症候群の実態調査 

 
 
３ 研究組織 

研究代表機関 研究代表者 
慶應義塾大学医学部産婦人科学教室 助教 春日義史 

 
共同研究機関 研究責任者 
なし  

 
研究協力機関 機関の長 
なし  

 
既存試料・情報の提供機関 機関の長 役職 
総合病院土浦協同病院 島袋 剛二 部長 

筑波大学附属病院 佐藤 豊実 教授 
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水戸済生会総合病院 藤木 豊 主任部長 

株式会社日立製作所日立総合病院 角田 肇 主任医長 

水戸赤十字病院 杉山 将樹 部長 

ＪＡとりで総合医療センター 梅木 英紀 部長 

茨城西南医療センター病院 染谷 勝巳 部長 

自治医科大学附属病院 藤原 寛行 主任教授 

獨協医科大学病院 成瀬 勝彦 診療部長 

済生会宇都宮病院 飯田 俊彦 部長 

那須赤十字病院 白石 悟 部長 

芳賀赤十字病院 本多 政徳 部長 

足利赤十字病院 隅田 能雄 部長 

佐野厚生総合病院 馬場 洋介 部長 

国際医療福祉大学病院 柿沼 敏行 部長 

群馬県立小児医療センター 丸山 憲一 部長 

国立大学法人群馬大学医学部附属病院 岩瀬 明 教授 

桐生厚生総合病院 鏡 一成 部長 

独立行政法人地域医療機能推進機構群馬中央病院 太田 克人 部長 

公立藤岡総合病院 遠藤 究 部長 

ＳＵＢＡＲＵ健康保険組合太田記念病院 寺西 貴英 部長 

前橋赤十字病院 曽田 雅之 部長 

独立行政法人国立病院機構高崎総合医療センター 伊藤 郁朗 部長 

埼玉医科大学総合医療センター 菊池 昭彦 診療部長 

さいたま赤十字病院 中村 学 部長 

川口市立医療センター 千島 史尚 部長 

深谷赤十字病院 松本 智恵子 部長 

埼玉医科大学病院 亀井 良政 診療部長 

独立行政法人国立病院機構西埼玉中央病院 石井 賢治 副院長 

さいたま市立病院 中川 博之 部長 

済生会川口総合病院 東野 昌彦 主任部長 

自治医科大学附属さいたま医療センター 桑田 知之 教授 

独立行政法人国立病院機構埼玉病院 倉橋 崇 部長 

獨協医科大学埼玉医療センター 高倉 聡 診療部長 

亀田総合病院 古澤 嘉明 部長 

東京女子医科大学附属八千代医療センター 小川 正樹 診療部長 

千葉大学医学部附属病院 甲賀 かをり 科長 

総合病院国保旭中央病院 小林 康祐 主任部長 

船橋中央病院 後藤 俊二 診療部長 

国保直営総合病院君津中央病院 木村 博昭 科長 

東邦大学医療センター佐倉病院 高島 明子 准教授 
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順天堂大学医学部附属浦安病院 牧野 真太郎 科長 

千葉市立海浜病院 飯塚 美徳 診療局長 

成田赤十字病院 小幡 新太郎 部長 

松戸市立総合医療センター 平敷 好一郎 部長 

東京都立墨東病院 久具 宏司 部長 

総合母子保健センター愛育病院 山下 隆博 部長 

東京女子医科大学病院 田畑 務 教授 

東邦大学医療センター大森病院 中田 雅彦 教授 

帝京大学医学部附属病院 長阪 一憲 教授 

杏林大学医学部付属病院 小林 陽一 教授 

日本赤十字社医療センター 宮内 彰人 部長 

日本大学医学部附属板橋病院 川名 敬 教授 

昭和大学病院 関沢 明彦 教授 

東京都立大塚病院 岩田 みさ子 部長 

東京都立多摩総合医療センター 光山 聡 部長 

東京大学医学部附属病院 大須賀 穣 教授 

国立研究開発法人国立成育医療研究センター 佐合 治彦 センター長 

聖路加国際病院 平田 哲也 部長 

東京慈恵会医科大学附属病院 岡本 愛光 教授 

東京医科大学病院 西 洋孝 教授 

順天堂大学医学部附属順天堂医院 板倉 敦夫 教授 

賛育会病院 山田 美恵 部長 

東京女子医科大学附属足立医療センター 橋本 和法 教授 

東京かつしか赤十字母子医療センター 林 瑞成 第一産科部長 

昭和大学江東豊洲病院 大槻 克文 教授 

武蔵野赤十字病院 梅澤 聡 部長 

町田市民病院 長尾 充 部長 

国立研究開発法人国立国際医療研究センター病院 大石 元 部長 

公立昭和病院 武知 公博 部長 

東京医科歯科大学医学部附属病院 宮坂 尚幸 教授 

国家公務員共済組合連合会  立川病院 平尾 薫丸 部長 

神奈川県立こども医療センター 石川 浩史 科長 

北里大学病院 落合 大吾 教授 

東海大学医学部付属病院 石本 人士 教授 

横浜市立大学附属市民総合医療センター 青木 茂 准教授 

聖マリアンナ医科大学病院 鈴木 直 教授 

聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 仲村 将光 部長 

国家公務員共済組合連合会横須賀共済病院 杉浦 賢 部長 

小田原市立病院 平吹 知雄 部長 
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日本医科大学武蔵小杉病院 鈴木 俊治 教授 

独立行政法人労働者健康安全機構横浜労災病院 松永 竜也 部長 

藤沢市民病院 佐治 晴哉 部長 

横浜市立大学附属病院 宮城 悦子 部長 

昭和大学横浜市北部病院 長塚 正晃 教授 

独立行政法人地域医療機能推進機構相模野病院 海野 信也 部長 

横浜市立市民病院 茂田 博行 部長 

済生会横浜市東部病院 秋葉 靖雄 部長 

川崎市立川崎病院 中田 さくら 部長 

国立病院機構横浜医療センター 最上 多恵 部長 

茅ヶ崎市立病院 髙梨 裕子 科部長 

横浜市立みなと赤十字病院 髙橋 慎治 部長 

横須賀市立うわまち病院 木田 博勝 部長 

済生会横浜市南部病院 遠藤 方哉 部長 

総合病院聖隷浜松病院 村越 毅 部長 

順天堂大学医学部附属静岡病院 田中 利隆 先任准教授 

静岡県立こども病院 河村 隆一 部長 

静岡市立静岡病院 水野 薫子 部長 

沼津市立病院 辻井 篤 部長 

富士市立中央病院 矢田 大輔 部長 

静岡済生会総合病院 小野田 亮 科長 

焼津市立総合病院 黒田 健治 科長 

磐田市立総合病院 徳永 直樹 部長 

浜松医科大学医学部附属病院 伊東 宏晃 教授 

浜松医療センター 芹沢 麻里子 医長 

総合病院聖隷三方原病院 宇津 裕章 部長 

藤枝市立総合病院 金森 隆志 科部長 

山梨県立中央病院 坂本 育子 部長 

山梨大学医学部附属病院 平田 修司 教授 

独立行政法人国立病院機構甲府病院 滝澤 基 部長 

市立甲府病院 平井 光男 統括科部長 

富士吉田市立病院 川島 茂樹 医科部長 

山梨赤十字病院 渡辺 直子 部長 

長野県立こども病院 吉田 史朗 部長 

飯田市立病院 池田 枝里 部長 

信州大学医学部附属病院 塩沢 丹里 科長 

信州上田医療センター 松村 英祥 部長 

長野赤十字病院 本藤 徹 部長 

佐久総合病院佐久医療センター 小口 治 部長 
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伊那中央病院 黒澤 和子 部長 

北信総合病院 長田 亮介 部長 

諏訪赤十字病院 高木 靖 部長 

厚生連南長野医療センター篠ノ井総合病院 本藤 隆明 統括部長 

 
４ 本研究の目的、方法 
慢性早剥羊水過少症候群（Chronic abruption oligohydramnios sequence: CAOS）は比較的緩徐に

経過する慢性胎盤剥離が重症化した病態です。CAOSは前置胎盤などの胎盤付着部異常を伴わない異

常性器出血、羊水量は当初正常であったにもかかわらず、その後に羊水過少を生じますが、破水が

ないことが特徴とされています。妊娠 30週未満の早産に至ることが多く、非常に予後不良な周産期

合併症です。CAOSに関する報告は単施設からのもののみであり、まとまった報告はなく、その発症

頻度なども不明です。さらに、CAOSの詳細な病態解明などには至っていません。 

そこで、本研究の目的は関東連合産科婦人科学会に所属する周産期母子医療センター（計 124施設）

における CAOSの実態調査を行うこととしました。 

 
５ 協力をお願いする内容 
1 次調査として Google フォームで作成した CAOS に関するアンケートをハガキで全 123施設に郵送

します。返答があった施設で CAOSの管理を行った経験のある施設に対しては代表者に郵送で 2次調

査のお願いをします。2次調査として CAOSに関する情報や妊娠分娩に関連する情報（分娩週数、出

生体重など）で分娩後に診療録（カルテ）に保存されている情報を収集させていただきます。なお、

情報を提供していただく際には皆さんのお名前や ID などの個人情報とは切り離した情報として研

究代表者に CD-Rに保存された形で郵送していただきます。 

 
６ 本研究の実施期間 
研究実施許可日〜2026 年 3 月 31 日 

 
７ 外部への試料・情報の提供 

当該項目は該当しません。 
 
８ お問い合わせ 
本研究に関する質問や確認のご依頼は、下記へご連絡下さい。 
また本研究の対象となる方またはその代理人（ご本人より本研究に関する委任を受けた方など）

より、情報の利用や他の研究機関への提供の停止を求める旨のお申し出があった場合は、適切な措

置を行いますので、その場合も下記へのご連絡をお願いいたします。 
研究責任者：春日義史 

所属：慶應義塾大学医学部産婦人科 

連絡先： 

〒160-8582 

東京都新宿区信濃町 35 

03-5363-3819（産婦人科学教室直通） 
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以上 
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